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特別記事

藤
井
徳
行
君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告

　
藤
井
徳
行
君
の
学
位
請
求
論
文
「
日
本
に
お
け
る
国
民
意
識
の
形
成
と

軍
政
」
は
、
主
論
文
十
篇
、
副
論
文
二
篇
か
ら
成
り
、
そ
の
構
成
は
以
下

の
通
り
で
あ
る
。

　
主
論
文

　
　
第
一
章
　
西
南
戦
争
と
厳
戒
令
制
定
建
白
書
に
関
す
る
↓
考
察

　
　
　
第
一
節
　
は
じ
め
に

　
　
　
第
一
一
節
　
西
南
戦
争
と
反
政
府
騒
乱

　
　
　
第
三
節
暴
動
連
鎖
勃
発
阻
止
と
厳
戒
令
関
連
単
行
法
の
制
定

　
　
　
第
四
節
　
建
白
書
『
戒
厳
宣
告
ノ
議
』

　
　
　
第
五
節
　
む
す
び

　
　
第
二
章
　
日
本
陸
軍
の
在
郷
的
基
盤

　
　
　
　
　
　
　
－
地
域
的
尚
武
組
織
の
成
立
と
発
展
ー

　
　
　
第
］
節
　
は
し
が
き

　
　
　
第
二
節
　
徴
兵
忌
避
と
そ
の
対
策

　
　
　
第
三
節
　
地
域
的
尚
組
織
の
結
成

　
　
　
第
四
節
　
地
域
的
在
郷
軍
人
会
の
結
成

　
　
　
第
五
節
　
む
す
び

　
　
第
三
章
　
日
本
軍
隊
の
社
会
的
基
盤
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第　　　　　　第
五第第第第第第四第第第第第第
章六五四三二一章六五四三二一
“節節節節節節　節節節節節節

　
1
福
沢
諭
吉
の
報
国
会
設
立
構
想
に
関
連
し
て
ー

　
は
じ
め
に

　
日
清
戦
争
と
福
沢
諭
吉

　
報
国
会
の
設
立

　
福
沢
の
兵
役
負
担
平
等
主
義

　
表
誠
団
体
の
籏
生

　
お
わ
り
に

帝
国
在
郷
軍
人
会
創
設
に
お
け
る
ド
イ
ッ
の
影
響

“
む
ら
”

1
帝
国
在
郷
軍
人
会
の
政
治
的
性
格
1

　第
第六第第第第第
一章五四三二一
節　節節節節節

児
島
惣
次
郎
の
ド
イ
ッ
留
学

ド
イ
ッ
帝
国
在
郷
軍
人
会
の
結
成

ド
イ
ッ
帝
国
在
郷
軍
人
会
の
実
態

軍
隊
教
育
と
国
民
教
育
と
の
連
繋

帝
国
在
郷
軍
人
会
の
日
本
的
性
格

児
島
惣
次
郎
陸
軍
中
佐
報
告
書
『
在
独
の
管
見
』

　
　
社
会
に
お
け
る
保
守
的
基
盤
の
形
成

　
は
じ
め
に

　
長
州
閥
の
民
政
的
性
格
と
国
民
教
化
構
想

　
軍
人
精
神
の
中
核

　
国
民
精
神
の
形
成
と
教
化
手
段

　
田
中
義
一
と
在
郷
軍
人
会

明
治
時
代
に
お
け
る
軍
事
エ
リ
ー
ト

　
近
代
日
本
の
成
立
と
軍
事
エ
リ
ー
ト

第

七第第第第
章五四三二
　節節節節

第

八第第第第
章四三二一
　節節節節

第
一
節

第
二
節

第

九第第第第
章六五四三
　節節節節

第
一
節

第
二
節

　
長
州
閥
と
徴
兵
制

　
山
形
閥
と
形
成

　
桂
太
郎
と
軍
制
改
革

　
エ
リ
ー
ト
の
養
成

軍
務
官
僚

　
－
地
位
と
人
物
ー

　
は
じ
め
に

　
維
新
後
の
軍
務
官
僚

　
内
閣
制
度
の
発
足
と
軍
人
官
僚

　
軍
人
の
政
界
進
出

日
本
陸
軍
と
普
選
運
動

　
ー
在
郷
軍
人
選
挙
権
獲
得
運
動
を
中
心
と
し
て
ー

　
は
し
が
き

　
議
会
に
提
出
さ
れ
た
在
郷
軍
人
選
挙
権
付
与
に
関
す
る

　
法
案

　
在
郷
軍
人
に
よ
る
参
政
権
獲
得
運
動

　
在
郷
軍
人
会
本
部
等
の
反
応

　
ま
と
め

　
「
現
役
終
了
者
二
衆
議
院
議
員
ノ
選
挙
権
付
与
ノ
件
」

昭
和
二
十
年
・
禁
衛
府
の
研
究

　
1
そ
の
成
立
ま
で
ー

　
は
じ
め
に

　
終
戦
時
に
お
け
る
禁
閾
守
衛
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第
三
節
　
禁
衛
府
構
想
原
案
の
作
成

　
第
四
節
　
軍
事
課
資
料
と
終
戦
処
理
会
議

　
第
五
節
　
治
安
の
維
持
と
禁
閾
守
衛

　
第
六
節
　
結
び
に
か
え
て

第
十
章
　
禁
衛
府
の
構
造
に
関
す
る
一
考
察

　
　
　
　
　
－
制
度
、
組
織
、
人
事
を
中
心
と
し
て
ー

　副
第論
一一文第第第第第第
章　六五四三二一
　　節節節節節節

第
一
節

第
二
節

第
三
節

第
四
節

第
五
節

第
六
節

第
七
節

第
八
節

問
題
の
所
在

禁
衛
府
官
制
の
成
立

皇
宮
衛
士
縄
隊

皇
宮
衛
士
隊

衛
士
の
守
衛
勤
務

結
　
論

明
治
元
年
・
所
謂
「
東
北
朝
廷
」
成
立
に
関
す
る
一
考
察

　
ー
輪
王
寺
宮
公
現
法
親
王
を
め
ぐ
っ
て

　
は
し
が
き

　
輪
王
寺
宮
の
制
度
的
意
義

　
輪
王
寺
宮
の
慶
喜
救
解
嘆
願

　
輪
王
寺
宮
の
叛
逆
と
北
陸
道
総
督
府
東
叡
山
転
陣
問
題

　
上
野
彰
義
隊
戦
争
と
輪
王
寺
宮

　
所
謂
「
東
北
朝
廷
」
資
料

　
所
謂
「
東
北
朝
廷
」
の
成
立

　
む
す
び

第
二
章

第
一
節

第
二
節

第
三
節

第
四
節

第
五
節

明
治
七
年
・
海
軍
兵
学
寮
御
雇
英
人
教
師
対
日
本
人
水
夫

の
闘
殴
事
件
に
関
す
る

　
は
し
が
き

事
件
の
概
要

裁
判
の
管
轄

裁
判
の
過
程

　む

す
び

一
考
察

　
主
論
文

　
主
論
文
は
十
章
か
ら
構
成
さ
れ
、
近
代
日
本
に
お
け
る
国
民
と
軍
部
と

の
関
係
を
法
律
、
政
治
、
社
会
、
軍
事
の
四
点
の
視
角
か
ら
考
察
し
て
い

る
。　

第
一
章
「
西
南
戦
争
と
戒
厳
令
制
定
建
白
書
に
関
す
る
一
考
察
」
は
、

戒
厳
令
制
定
と
西
南
戦
争
と
の
関
係
を
考
究
し
て
い
る
。
戒
厳
令
は
明
治

十
五
年
八
月
に
制
定
さ
れ
た
が
、
こ
れ
に
関
す
る
先
行
研
究
は
、
元
老
院

に
戒
厳
令
の
法
案
が
上
程
さ
れ
た
明
治
十
五
年
か
ら
始
ま
り
、
制
定
理
由

は
外
敵
侵
攻
に
よ
る
国
土
の
分
断
と
地
方
の
孤
立
と
い
う
事
態
に
対
応
す

る
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
藤
井
君
は
戒
厳
令

立
法
前
史
に
関
す
る
新
資
料
を
発
掘
し
、
戒
厳
令
制
定
に
先
立
つ
五
年
前

の
明
治
十
年
六
月
に
該
法
令
制
定
の
た
め
建
白
が
提
出
さ
れ
て
い
た
こ
と
、

及
び
同
建
白
は
国
内
的
不
安
を
法
的
に
防
遇
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た

こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
国
内
不
安
と
は
、
当
時
、
全
国
数
十
か
所
に
お

い
て
政
府
改
造
を
主
張
す
る
不
穏
集
団
が
散
在
し
、
こ
れ
ら
の
勢
力
が
西
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郷
隆
盛
を
頼
り
に
西
南
戦
争
を
契
機
と
し
て
暴
動
を
連
鎖
的
に
惹
起
す
る

こ
と
が
懸
念
さ
れ
た
こ
と
を
指
す
。
そ
の
た
め
、
戒
厳
令
関
連
の
単
行
法

制
定
の
建
白
が
提
出
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
立
証
し
た
も
の
で
あ
る
。
先
行

研
究
を
一
歩
前
進
さ
せ
た
労
作
で
あ
る
こ
と
が
、
『
史
学
雑
誌
』
で
評
価

さ
れ
た
。

　
第
二
章
「
日
本
陸
軍
の
在
郷
的
基
盤
－
地
域
的
尚
武
組
織
の
成
立
と

発
展
ー
」
は
、
在
郷
軍
人
会
創
設
ま
で
の
間
に
お
け
る
陸
軍
の
国
民
的

支
持
基
盤
を
確
立
す
る
た
め
の
工
作
を
究
明
し
た
も
の
で
あ
る
。
明
治
六

年
徴
兵
令
が
制
定
さ
れ
、
明
治
四
十
三
年
に
帝
国
在
郷
軍
人
会
が
創
設
さ

れ
た
、
こ
の
間
、
全
国
各
地
に
は
多
様
な
地
域
的
尚
武
組
織
が
芽
生
え
、

発
展
し
、
陸
軍
の
支
持
基
盤
と
な
っ
た
。
問
題
は
尚
武
組
織
で
あ
る
が
、

そ
の
発
端
は
徴
兵
忌
避
対
策
及
び
国
民
の
反
軍
的
態
度
対
策
に
あ
っ
た
。

該
章
は
、
全
国
の
尚
武
組
織
が
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お
い
て
担
っ
た
役
割

や
仕
事
は
、
第
一
は
奨
兵
、
徴
兵
優
待
、
第
二
は
軍
人
家
族
保
護
、
第
三

は
軍
人
思
想
の
普
及
で
あ
っ
て
、
い
ず
れ
も
国
民
の
厭
軍
的
態
度
を
稿
軍

的
態
度
に
変
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
こ
と
を
証
明
し
た
も
の
で
あ

る
。

　
第
三
章
「
日
本
軍
隊
の
社
会
的
基
盤
ー
福
沢
諭
吉
の
報
国
会
設
立
構

想
に
関
連
し
て
ー
」
は
、
日
清
戦
争
の
勃
発
に
際
し
、
福
沢
諭
吉
が
国

民
の
国
防
へ
の
関
心
の
強
化
を
願
い
構
想
し
た
報
国
会
へ
の
考
察
で
あ
る
。

福
沢
は
、
か
ね
が
ね
国
民
が
軍
隊
の
仕
事
に
従
事
す
る
の
を
忌
み
嫌
う
こ

と
や
、
徴
兵
逃
れ
が
で
き
ず
に
兵
役
に
就
く
者
は
貧
困
者
で
あ
っ
た
り
す

る
の
で
兵
役
を
賎
役
視
す
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
を
是
正
し
、
国
民
は
こ
ぞ

っ
て
自
主
的
に
自
国
の
独
立
と
防
衛
に
努
力
す
べ
き
だ
と
考
え
て
い
た
。

そ
の
た
め
兵
役
負
担
の
不
平
等
性
を
早
く
か
ら
指
摘
し
、
平
時
で
は
負
担

を
国
民
が
均
分
化
す
る
た
め
、
徴
兵
に
服
さ
な
い
青
年
に
は
兵
役
税
の
創

設
と
徴
税
を
主
張
し
た
。
福
沢
は
日
清
戦
争
に
あ
た
り
、
再
び
出
征
兵
士

と
国
内
残
留
者
と
の
負
担
の
不
均
衡
を
指
摘
し
、
こ
の
均
衡
回
復
の
た
め

と
該
戦
争
を
一
部
特
権
階
級
の
戦
争
と
せ
ず
、
国
民
全
体
の
戦
争
と
す
る

た
め
に
も
戦
費
の
拠
出
を
特
に
金
満
家
達
の
自
覚
に
訴
え
た
。
こ
れ
が
報

国
会
設
立
構
想
で
あ
る
。
福
沢
は
繰
り
返
し
報
国
会
設
立
構
想
及
び
稿
軍

的
論
文
を
『
時
事
新
報
』
に
発
表
し
、
同
趣
旨
の
記
事
を
掲
載
さ
せ
る
こ

と
に
よ
り
、
国
民
の
軍
事
支
援
団
体
の
結
成
に
影
響
を
与
え
た
。
従
来
、

福
沢
の
報
国
会
構
想
及
び
国
民
の
赤
誠
表
徴
に
与
え
た
強
い
影
響
力
に
つ

い
て
の
論
究
が
少
な
い
だ
け
に
、
本
章
は
貴
重
な
労
作
で
あ
る
。

　
第
四
章
「
帝
国
在
郷
軍
人
会
創
設
に
お
け
る
ド
イ
ッ
の
影
響
」
は
、
ド

イ
ッ
の
在
郷
軍
人
会
の
研
究
を
基
礎
に
頑
固
な
軍
事
支
援
団
体
が
結
成
さ

れ
た
こ
と
を
研
究
し
た
も
の
で
あ
る
。
山
県
有
朋
は
自
分
の
副
官
を
務
め

た
児
島
惣
次
郎
の
ド
イ
ッ
留
学
に
際
し
、
特
に
ド
イ
ッ
在
郷
軍
人
会
の
調

査
を
命
じ
た
が
、
そ
の
結
果
と
し
て
の
児
島
レ
ポ
ー
ト
は
日
本
の
帝
国
在

郷
軍
人
会
と
陸
軍
の
国
民
教
育
構
想
に
深
く
影
響
し
た
。
従
来
、
日
本
の

特
徴
と
さ
れ
て
き
た
軍
隊
教
育
と
国
民
教
育
と
の
連
繋
は
明
ら
か
に
ド
イ

ツ
の
影
響
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
帝
国
在
郷
軍
人
会
の
思
想
善
導

と
会
員
間
の
相
互
扶
助
の
重
視
は
、
ド
イ
ッ
の
在
郷
軍
人
会
が
社
会
主
義

防
遇
の
機
能
と
共
済
組
合
的
色
彩
を
有
し
て
い
た
点
を
モ
デ
ル
と
し
て
い

る
と
さ
れ
て
き
た
。
帝
国
在
郷
軍
人
会
は
ド
イ
ッ
の
在
郷
軍
人
会
に
影
響
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を
受
け
な
が
ら
、
帝
国
在
郷
軍
人
会
の
分
会
レ
ベ
ル
に
お
い
て
み
る
と
、

日
本
独
自
の
も
の
を
備
え
た
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
事
業
内
容
、
日
常
活
動

は
無
償
労
働
奉
仕
、
公
共
事
業
奉
仕
等
の
非
軍
事
的
奉
仕
が
多
く
、
そ
の

こ
と
に
よ
り
地
域
社
会
と
の
密
接
な
関
係
の
維
持
を
は
か
っ
た
こ
と
が
そ

れ
で
あ
る
。
ド
イ
ッ
の
在
郷
軍
人
会
の
特
性
を
つ
か
み
、
日
本
の
在
郷
軍

人
会
の
特
徴
と
対
比
し
、
制
度
の
継
承
の
あ
り
方
と
変
容
に
つ
い
て
考
察

し
た
論
文
で
あ
る
。

　
第
五
章
「
“
む
ら
”
社
会
に
お
け
る
保
守
的
基
盤
の
形
成
　
　
帝
国
在

郷
軍
人
会
の
政
治
的
性
格
1
」
は
、
帝
国
在
郷
軍
人
会
が
創
設
以
来
、

地
方
社
会
に
お
い
て
独
特
の
政
治
的
社
会
的
役
割
を
有
し
て
い
た
こ
と
に

着
目
し
た
論
究
で
あ
る
。
該
会
は
明
治
三
十
年
代
中
頃
か
ら
明
治
四
十
年

代
中
頃
ま
で
の
陸
軍
に
お
け
る
長
州
閥
全
盛
時
代
に
長
州
閥
に
よ
り
構
想
、

立
案
、
創
設
さ
れ
た
。
長
州
閥
軍
部
官
僚
は
幕
末
期
に
お
い
て
長
州
が
創

造
し
た
農
民
中
心
の
奇
兵
隊
の
伝
統
を
継
承
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
も
あ
っ

て
、
長
州
閥
軍
部
官
僚
に
よ
り
創
設
さ
れ
た
該
会
の
目
的
は
狭
義
の
軍
事

目
的
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、
民
政
的
性
格
と
国
民
教
化
の
二
本
柱
を
も
重
視

す
る
も
の
と
な
っ
た
。
民
政
的
側
面
の
活
動
と
し
て
は
、
〃
む
ら
〃
に
お
け

る
協
同
事
業
に
積
極
的
に
参
加
し
、
か
つ
、
指
導
し
、
国
民
教
化
的
側
面

の
活
動
と
し
て
は
、
国
民
が
各
自
の
職
業
に
従
う
中
で
軍
人
と
同
様
に
規

律
、
労
働
、
困
苦
等
に
耐
え
、
国
家
、
公
共
の
た
め
に
は
自
己
の
利
益
を

犠
牲
に
す
る
こ
と
も
辞
さ
な
い
態
度
を
国
民
に
育
成
す
る
こ
と
に
努
め
た
。

該
章
は
前
章
を
補
完
す
る
形
で
帝
国
在
郷
軍
人
会
が
一
面
に
お
い
て
非
軍

事
的
奉
仕
を
重
視
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
民
と
の
密
着
し
た
関
係
を
維
持

し
つ
つ
、
他
面
に
お
い
て
“
む
ら
”
社
会
に
お
け
る
良
兵
良
民
主
義
的
保

守
的
基
盤
を
形
成
す
る
上
に
大
な
る
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
を
解
明
し
た

論
稿
で
あ
る
。

　
第
六
章
「
明
治
時
代
に
お
け
る
軍
事
エ
リ
ー
ト
」
は
、
日
本
陸
軍
が
明

治
時
代
に
お
い
て
長
州
閥
中
の
山
県
有
朋
に
よ
り
掌
握
さ
れ
て
い
く
過
程

と
、
そ
の
過
程
に
お
け
る
日
本
陸
軍
の
軍
制
・
思
想
の
転
換
を
究
明
し
て

い
る
。
明
治
前
半
期
の
日
本
陸
軍
で
は
長
州
閥
が
台
頭
し
、
不
動
の
地
位

を
築
い
て
い
く
が
、
そ
の
中
心
と
な
る
の
は
山
県
有
朋
で
あ
る
。
山
県
を

中
心
と
す
る
グ
ル
ー
プ
は
徴
兵
制
の
導
入
、
明
治
十
四
年
の
政
変
、
四
将

政
治
上
奏
事
件
、
月
曜
会
事
件
等
に
関
わ
る
人
事
処
理
に
お
い
て
、
あ
る

時
に
は
薩
摩
出
身
者
を
、
別
の
時
は
長
州
出
身
者
で
あ
っ
て
も
非
山
県
系

を
軍
部
か
ら
追
放
し
た
。
こ
れ
ら
追
放
さ
れ
た
者
は
フ
ラ
ン
ス
式
の
軍
制
・

思
想
に
拘
泥
し
、
ド
イ
ッ
式
の
国
家
主
義
的
軍
制
・
思
想
傾
向
に
な
じ
ま

ぬ
者
で
あ
っ
た
。
山
県
有
朋
と
そ
の
系
列
に
属
す
る
者
が
、
フ
ラ
ン
ス
式

軍
制
と
思
想
を
体
し
て
出
発
し
た
日
本
陸
軍
を
ド
イ
ッ
式
軍
制
と
思
想
に

転
換
さ
せ
、
そ
れ
に
な
じ
ま
ぬ
者
を
陸
軍
か
ら
追
放
す
る
こ
と
に
よ
り
、

陸
軍
内
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
を
掌
握
し
た
こ
と
を
論
述
し
て
い
る
。
　
第
七
章

「
軍
務
官
僚
i
地
位
と
人
物
1
」
は
、
軍
務
官
僚
が
政
治
の
中
心
、

権
力
の
核
心
に
肉
薄
し
、
国
政
を
指
導
し
て
き
た
実
際
に
つ
い
て
考
察
し

て
い
る
。
明
治
以
後
の
権
力
エ
リ
ー
ト
の
中
で
第
一
等
に
属
す
る
の
は
官

僚
で
あ
る
。
国
家
の
中
枢
は
官
僚
に
よ
っ
て
独
占
さ
れ
て
い
た
。
敗
戦
前

の
首
相
で
官
僚
経
験
の
な
い
の
は
近
衛
文
麿
た
だ
｝
人
で
あ
る
。
官
僚
の

中
で
も
軍
務
官
僚
経
験
者
の
権
力
核
へ
の
進
出
が
群
を
抜
い
て
い
る
。
た
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と
え
ば
明
治
期
に
は
十
五
の
内
閣
が
組
ま
れ
た
が
、
そ
の
う
ち
八
内
閣
が

高
級
軍
務
官
僚
経
験
者
に
よ
り
組
織
さ
れ
た
。
ま
た
明
治
十
七
年
七
月
、

華
族
令
が
発
布
さ
れ
、
百
十
九
名
の
華
族
が
発
表
さ
れ
る
と
皇
族
、
国
家
、

元
大
名
と
並
び
十
八
名
の
軍
務
官
僚
が
華
族
に
列
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

日
清
、
日
露
戦
争
に
よ
り
武
功
の
故
に
新
に
華
族
に
列
せ
ら
れ
た
者
が
籏

出
し
た
。
こ
と
ほ
ど
さ
よ
う
に
、
権
力
エ
リ
ー
ト
中
、
軍
務
官
僚
経
験
者

の
権
力
核
へ
の
進
出
が
群
を
抜
い
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
権
力
装

置
と
し
て
の
官
僚
の
機
能
を
精
査
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
軍
務
官
僚
の
優
位

性
を
論
証
し
て
い
る
。

　
第
八
章
は
「
日
本
陸
軍
と
普
選
運
動
－
在
郷
軍
人
選
挙
権
獲
得
運
動

を
中
心
と
し
て
ー
」
は
、
本
来
、
軍
部
が
最
も
嫌
悪
し
た
軍
人
の
政
治

活
動
に
関
連
す
る
在
郷
軍
人
の
選
挙
権
獲
得
運
動
を
扱
っ
て
い
る
。
明
治

三
十
九
年
、
初
め
て
兵
役
終
了
者
に
特
典
と
し
て
選
挙
権
を
付
与
し
よ
う

と
す
る
法
案
が
議
会
に
提
出
さ
れ
た
。
そ
の
後
も
同
趣
旨
の
法
案
が
議
員

に
よ
っ
て
何
度
か
議
会
に
提
出
さ
れ
た
が
、
い
ず
れ
も
廃
案
と
な
っ
た
。

問
題
は
大
正
八
年
頃
か
ら
始
ま
る
在
郷
軍
人
に
よ
る
選
挙
権
を
請
願
す
る

大
衆
行
動
で
あ
る
。
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
影
響
を
受
け
て
関
東
、
中
部
、

関
西
の
各
都
市
で
大
々
的
に
署
名
活
動
、
示
威
運
動
、
ビ
ラ
配
り
、
演
説

会
等
が
繰
り
返
さ
れ
た
。
大
正
十
二
年
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
て
、
つ
い
に
帝

国
在
郷
軍
人
会
本
部
も
地
方
の
意
見
を
容
れ
、
政
界
工
作
に
着
手
し
、
議

案
提
出
へ
の
目
途
が
た
っ
た
。
し
か
し
、
折
り
も
お
り
、
こ
の
こ
と
に
好

意
的
で
あ
っ
た
軍
人
宰
相
加
藤
友
三
郎
が
急
死
し
、
続
い
て
関
東
大
震
災
、

虎
ノ
門
事
件
が
あ
い
つ
ぎ
、
該
議
案
の
提
出
や
審
議
ど
こ
ろ
で
は
な
い
状

態
が
続
い
た
あ
げ
く
、
清
浦
奎
吾
内
閣
が
成
立
し
た
。
清
浦
は
特
権
内
閣

と
し
て
攻
撃
を
受
け
て
倒
れ
、
護
憲
三
派
内
閣
が
出
現
し
た
。
こ
の
内
閣

下
で
普
選
案
が
可
決
し
て
該
運
動
は
終
息
し
た
。
従
来
、
普
選
運
動
の
研

究
は
数
多
い
が
、
在
郷
軍
人
会
も
ま
た
こ
の
運
動
に
積
極
的
で
あ
っ
た
と

す
る
研
究
は
な
か
っ
た
。
藤
井
君
の
該
論
究
は
、
こ
の
方
面
の
研
究
に
新

し
い
鍬
を
入
れ
た
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
た
。

　
第
九
章
「
昭
和
二
十
年
・
禁
衛
府
の
研
究
ー
そ
の
成
立
ま
で
ー
」

は
、
昭
和
二
十
年
八
月
の
敗
戦
に
よ
り
日
本
軍
の
武
装
解
除
・
解
体
の
中

で
秘
密
裏
に
構
想
実
践
さ
れ
た
軍
隊
の
研
究
で
あ
る
。
敗
戦
当
時
の
政
府

と
軍
部
は
混
乱
の
中
に
あ
り
な
が
ら
必
要
最
小
限
の
「
軍
隊
」
を
残
そ
う

と
工
作
し
た
。
宮
内
省
管
轄
の
禁
衛
府
設
置
が
そ
れ
で
あ
る
。
武
装
解
除

さ
れ
た
後
の
宮
城
警
備
を
心
配
し
た
の
は
宮
内
省
で
あ
っ
た
。
同
時
に
陸

軍
も
完
全
に
武
装
解
除
さ
れ
る
こ
と
に
は
反
対
で
あ
り
、
せ
め
て
天
皇
守

護
の
名
の
下
に
最
小
限
の
近
衛
兵
を
残
置
し
た
と
願
っ
た
。
両
者
の
意
を

く
ん
だ
侍
従
武
官
府
が
斡
旋
し
て
、
政
府
関
係
各
省
の
大
臣
や
次
官
の
会

合
を
開
い
た
結
果
、
陸
軍
省
軍
務
課
長
島
貫
重
節
中
佐
が
残
置
部
隊
の
編

成
原
案
を
作
成
し
、
受
け
入
れ
側
の
宮
内
省
で
は
宮
内
省
官
制
以
下
法
規

の
改
正
や
制
定
の
作
業
に
と
り
か
か
っ
た
。
両
者
の
間
に
授
受
す
る
施
設
、

敷
地
、
銃
火
器
、
什
物
、
人
員
、
給
与
、
服
務
条
件
等
に
つ
い
て
協
定
が

締
結
さ
れ
、
終
戦
処
理
会
議
に
他
の
戦
後
治
安
維
持
対
策
の
諸
案
と
共
に

提
出
さ
れ
た
。
か
よ
う
な
経
過
の
末
に
設
置
さ
れ
た
禁
衛
府
は
約
四
千
人

の
軍
隊
で
あ
っ
た
が
、
宮
内
省
側
で
は
あ
く
ま
で
「
イ
ン
ペ
リ
ア
ル
・
ポ

リ
ス
ガ
ー
ド
」
と
し
て
、
皇
宮
警
察
と
並
ぶ
類
似
の
守
衛
業
務
担
当
の
組
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織
と
し
て
カ
モ
フ
ラ
ー
ジ
ュ
し
た
の
で
あ
っ
た
。
該
章
は
禁
衛
府
創
設
ま

で
の
政
策
決
定
過
程
を
旧
陸
軍
省
文
書
や
こ
れ
に
関
係
し
た
政
府
及
び
軍

部
高
官
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
等
を
通
じ
て
論
証
し
て
い
る
。

　
第
十
章
「
禁
衛
府
の
構
造
に
関
す
る
一
考
察
ー
制
度
、
組
織
、
人
事

を
中
心
と
し
て
i
」
は
、
前
章
で
論
究
さ
れ
た
ご
と
き
経
過
を
へ
て
設

置
さ
れ
た
禁
衛
府
が
日
本
再
軍
備
の
た
め
、
旧
軍
の
中
核
の
残
置
を
目
的

と
し
て
い
た
こ
と
を
検
証
す
る
。
天
皇
及
び
天
皇
の
住
居
で
あ
る
宮
城
を

警
護
し
、
天
皇
の
命
令
を
直
接
受
け
て
行
動
す
る
こ
と
が
近
衛
師
団
の
任

務
で
あ
っ
た
。
敗
戦
に
よ
る
日
本
軍
の
完
全
武
装
解
除
に
よ
り
近
衛
師
団

も
解
体
と
な
っ
た
が
、
衣
替
え
し
て
禁
衛
府
と
な
っ
た
、
た
だ
し
、
明
治

二
十
四
年
、
近
衛
師
団
司
令
部
条
令
が
勅
令
で
あ
り
、
昭
和
十
五
年
・
近

衛
師
団
司
令
部
は
軍
令
で
あ
っ
た
が
、
禁
衛
府
は
皇
室
令
に
よ
り
定
め
ら

れ
る
こ
と
に
な
り
、
宮
内
大
臣
の
管
轄
下
に
置
か
れ
た
。
禁
衛
府
を
一
面

に
お
い
て
皇
室
家
政
の
内
に
隠
し
て
国
政
か
ら
隔
離
し
、
他
方
に
お
い
て

占
領
軍
の
非
軍
国
主
義
政
策
の
対
象
か
ら
外
す
こ
と
が
真
の
狙
い
で
あ
っ

た
。
組
織
編
成
上
、
そ
れ
は
軍
隊
に
見
え
な
い
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い
る

が
、
実
態
は
禁
衛
府
総
務
部
が
旧
近
衛
師
団
司
令
部
で
あ
り
、
皇
宮
衛
士

総
隊
本
部
が
旧
近
衛
師
団
司
令
部
に
相
当
す
る
が
ご
と
く
、
旧
軍
そ
の
も

の
で
あ
っ
た
。
人
事
は
旧
近
衛
師
団
よ
り
選
り
す
ぐ
り
の
将
校
を
抜
擢
し

た
。
た
と
え
ば
、
初
代
禁
衛
府
長
官
は
最
後
の
近
衛
師
団
長
が
就
任
し
、

総
務
部
長
に
は
近
衛
（
第
一
）
師
団
参
謀
長
が
就
任
し
た
。
軍
需
品
に
関

し
て
は
陸
軍
側
が
所
有
し
て
い
る
も
の
の
う
ち
か
ら
最
優
秀
兵
火
器
を
譲

渡
し
た
。
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
軍
隊
を
カ
モ
フ
ラ
ー
ジ
ュ
し
て
残
置
し
よ
う

と
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
占
領
軍
が
意
外
に
紳

士
的
で
あ
る
上
に
、
民
主
化
旋
風
の
煽
り
も
あ
っ
た
た
め
、
移
行
時
の
重

装
備
の
武
器
等
は
隠
匿
し
た
だ
け
で
あ
り
、
警
備
の
際
の
小
銃
も
建
物
の

中
に
置
い
た
ま
ま
と
な
り
、
や
が
て
軍
事
的
性
格
は
消
滅
し
て
い
っ
た
・

禁
衛
府
も
ま
た
昭
和
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日
に
廃
止
と
な
っ
た
。
該
章

は
前
章
と
共
に
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
研
究
が
皆
無
の
禁
衛
府
に
関
す
る
分
野

を
扱
っ
て
い
る
。
藤
井
君
の
功
績
を
多
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
副
論
文

　
副
論
文
は
二
章
よ
り
成
る
。

　
第
一
章
「
明
治
元
年
・
所
謂
『
東
北
朝
廷
に
関
す
る
一
考
察
i
輪
王

寺
宮
公
現
法
親
王
を
め
ぐ
っ
て
ー
」
は
、
幻
の
朝
廷
と
し
て
知
ら
れ
る

東
北
朝
廷
に
関
す
る
研
究
で
あ
る
。
徳
川
幕
府
草
創
期
に
、
家
康
は
僧
天

海
と
密
謀
し
、
天
皇
の
皇
子
を
関
東
に
宮
門
跡
と
し
て
招
請
し
、
徳
川
が

朝
敵
に
な
っ
た
際
の
関
東
の
天
皇
（
東
武
皇
帝
）
と
す
る
構
想
が
あ
っ
た

と
さ
れ
る
。
そ
の
結
果
、
不
忍
池
を
琵
琶
湖
に
、
上
野
山
を
比
叡
山
に
比

し
て
東
叡
山
と
呼
び
、
寛
永
寺
を
建
立
し
て
延
暦
寺
に
比
し
た
。
寛
永
寺

を
東
叡
山
と
も
称
し
た
。
承
応
三
年
に
皇
子
が
寛
永
寺
の
貫
首
と
な
っ
た
。

や
が
て
寛
永
寺
に
輪
王
寺
の
称
が
お
く
ら
れ
、
貫
首
は
輪
王
寺
宮
あ
る
い

は
日
光
御
門
主
の
称
を
賜
わ
っ
た
。
非
常
の
場
合
に
は
、
輪
王
寺
の
宮
を

天
皇
と
し
、
京
都
の
朝
廷
に
対
抗
す
る
こ
と
も
可
能
と
な
っ
た
と
さ
れ
た
。

明
治
元
年
、
彰
義
隊
に
擁
さ
れ
て
い
た
輪
王
寺
宮
公
現
法
親
王
が
上
野
の

山
を
落
ち
延
び
、
東
北
へ
移
っ
た
。
折
柄
、
そ
こ
に
お
い
て
結
成
さ
れ
て
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い
た
奥
羽
越
列
藩
同
盟
は
法
親
王
を
同
盟
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
、
そ
の
政
治

組
織
を
「
政
府
」
と
称
し
、
法
親
王
を
皇
帝
あ
る
い
は
天
皇
に
擬
し
た
。

東
北
朝
廷
が
出
現
し
た
と
さ
れ
る
所
以
で
あ
る
。
藤
井
君
は
、
す
で
に
先

学
が
発
見
し
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
菊
池
容
寛
筆
録
の
幕
末
関
係
文
書
及

び
蜂
須
賀
文
書
の
中
の
資
料
を
再
検
討
し
、
慶
応
四
年
六
月
に
白
石
城
に

お
い
て
輪
王
寺
宮
が
東
武
皇
帝
と
な
り
、
大
政
元
年
と
改
元
さ
れ
た
と
す

る
。
ま
た
同
君
は
、
寛
永
寺
執
当
義
寛
の
日
記
、
書
簡
等
に
当
り
、
「
御
上
」

「
還
御
」
「
奏
請
」
「
朝
ス
」
「
王
宮
」
「
行
在
」
と
い
う
文
言
が
用
い
ら
れ

て
い
る
こ
と
を
も
っ
て
法
親
王
を
「
天
子
相
当
の
地
位
に
擬
し
て
い
た
」

と
す
る
。
石
井
良
助
博
士
は
三
千
字
に
近
い
文
字
を
も
っ
て
藤
井
君
の
該

論
文
を
紹
介
し
た
。
博
士
は
そ
こ
に
お
い
て
、
奥
羽
越
列
藩
同
盟
と
し
て

の
一
種
の
政
府
が
あ
っ
た
と
は
い
え
よ
う
が
、
宮
の
立
場
を
該
政
府
に
と
っ

て
の
「
元
首
」
に
相
当
し
、
か
か
る
政
府
を
「
東
北
朝
廷
」
と
称
す
る
こ

と
に
は
簡
単
に
賛
成
で
き
な
い
と
し
つ
つ
、
十
万
字
を
越
え
る
「
雄
篇
」

は
「
興
味
あ
る
内
容
を
詳
し
く
記
し
た
」
も
の
と
し
、
藤
井
君
の
「
努
力

に
対
し
て
は
、
敬
意
を
表
す
る
」
と
い
う
懇
ろ
な
評
価
を
惜
し
ま
な
か
っ

た
。
ま
た
、
『
史
学
雑
誌
』
に
お
い
て
も
該
論
文
は
「
輪
王
寺
宮
と
そ
の

周
辺
の
動
き
を
綿
密
に
た
ど
っ
た
も
の
で
、
東
北
戦
争
の
不
透
明
な
部
分

に
光
を
当
て
た
労
作
」
と
評
さ
れ
た
。

　
第
二
章
「
明
治
七
年
・
海
軍
兵
学
寮
御
雇
英
人
教
師
対
日
本
人
水
夫
の

闘
殴
事
件
に
関
す
る
一
考
察
」
は
、
明
治
以
降
の
日
本
で
正
当
防
衛
が
判

決
に
登
場
し
た
初
の
裁
判
の
研
究
で
あ
る
。
該
論
文
に
お
い
て
研
究
対
象

と
さ
れ
て
い
る
事
件
は
海
軍
兵
学
寮
御
雇
英
人
教
師
が
築
地
で
婦
女
を
暴

行
し
よ
う
と
し
た
の
を
防
止
し
た
海
軍
省
提
督
府
水
夫
と
の
闘
殴
刺
傷
事

件
で
あ
る
。
藤
井
君
は
該
研
究
を
通
じ
、
第
一
に
条
約
改
正
の
治
外
法
権

下
で
の
領
事
裁
判
を
は
ね
の
け
て
初
め
て
外
国
人
を
海
軍
軍
事
裁
判
所
で

管
轄
し
た
こ
と
に
着
目
し
、
第
二
に
英
国
公
使
パ
ー
ク
ス
が
殺
人
未
遂
で

日
本
人
水
夫
の
処
罰
を
要
求
す
る
の
に
対
し
、
日
本
側
は
司
法
省
御
雇
ポ

ア
ソ
ナ
ー
ド
の
助
言
を
得
つ
つ
正
当
防
衛
説
で
押
し
、
日
本
側
の
主
張
が

通
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
こ
の
事
件
に
関
す
る
先
行
研
究
は

な
い
。
従
来
、
明
治
以
後
の
わ
が
国
で
正
当
防
衛
が
判
決
に
登
場
し
た
初

の
裁
判
は
明
治
十
五
年
と
さ
れ
て
い
た
説
を
修
正
し
た
論
文
で
あ
る
。

　
以
上
、
各
章
の
内
容
を
紹
介
し
た
。
最
後
に
藤
井
論
文
を
総
括
す
る
。

藤
井
君
は
軍
事
史
に
関
す
る
学
究
で
あ
る
。
主
論
文
十
篇
は
軍
事
史
に
関

す
る
も
の
で
あ
る
。
該
方
面
の
研
究
は
数
多
い
が
、
そ
の
大
勢
は
近
代
日

本
の
軍
隊
の
反
民
衆
的
強
制
組
織
の
側
面
を
強
調
す
る
傾
向
に
あ
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
藤
井
君
は
、
政
府
・
軍
部
は
も
と
よ
り
国
民
の
側
に
も
、
軍

隊
と
国
民
は
相
対
立
す
る
関
係
で
あ
っ
て
は
な
ら
ず
、
両
者
は
結
合
す
べ

き
で
あ
る
と
の
考
え
が
存
在
し
た
と
の
視
点
か
ら
軍
事
史
を
研
究
し
て
い

る
。
提
出
さ
れ
た
約
五
十
二
万
字
に
の
ぼ
る
論
文
は
、
そ
の
こ
と
の
証
明

の
た
め
に
傾
け
ら
れ
た
精
魂
の
結
晶
で
あ
る
。

　
近
代
日
本
が
船
出
し
て
十
年
に
し
て
、
日
本
陸
軍
の
総
帥
西
郷
隆
盛
の

反
乱
で
あ
る
。
こ
の
一
事
だ
け
で
も
大
事
で
あ
る
が
、
加
う
る
に
そ
れ
に

呼
応
し
そ
う
な
反
政
府
集
団
が
国
内
数
十
か
所
に
存
在
し
た
の
で
あ
る
。

戒
厳
令
建
白
書
は
か
か
る
反
政
府
集
団
に
よ
る
反
乱
の
防
遇
策
と
し
て
発
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案
さ
れ
た
。
こ
こ
に
は
、
む
ろ
ん
軍
隊
と
国
民
の
結
合
は
な
い
。

　
内
に
あ
っ
て
は
内
乱
、
外
か
ら
迫
る
外
圧
に
備
え
な
く
て
は
な
ら
ぬ
明

治
政
府
は
、
新
国
家
の
安
定
と
独
立
の
支
柱
を
軍
隊
に
求
め
た
。
新
軍
隊

は
足
軽
、
農
民
出
身
者
よ
り
構
成
さ
れ
る
べ
き
だ
と
し
た
の
は
、
長
州
出

身
の
軍
人
・
政
治
家
で
あ
る
。
長
州
人
が
、
か
く
発
想
し
た
理
由
は
尊
王
・

嬢
夷
の
た
め
に
奮
迅
し
た
奇
兵
隊
が
、
ま
さ
に
足
軽
、
農
民
ら
に
よ
り
編

成
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
注
目
し
た
か
ら
で
あ
る
。
日
本
陸
軍
生
み
の
親
と

も
い
わ
れ
る
山
県
有
朋
は
奇
兵
隊
の
一
指
揮
官
で
あ
っ
た
。
他
方
、
新
軍

隊
の
根
幹
で
あ
る
こ
と
を
期
待
さ
れ
た
農
民
を
は
じ
め
と
す
る
庶
民
は
、

徴
兵
制
度
は
死
へ
の
誘
い
と
し
て
映
じ
た
。
こ
れ
を
忌
避
す
る
者
が
少
な

か
っ
た
。
か
か
る
現
実
は
、
明
治
の
指
導
者
層
に
稿
軍
の
思
想
を
国
民
の

間
に
広
め
な
く
て
は
な
ら
ぬ
こ
と
を
痛
感
さ
せ
た
。
そ
の
た
め
に
は
軍
隊

が
国
民
か
ら
信
頼
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
こ
こ
に
お
い
て
軍
の
上
層

部
は
尚
武
組
織
と
そ
れ
の
発
展
し
た
帝
国
在
郷
軍
人
会
に
対
し
、
軍
事
面

の
活
動
と
共
に
援
農
、
殖
産
、
公
共
事
業
等
へ
の
奉
仕
と
い
う
民
政
方
面

に
も
努
め
る
よ
う
指
導
し
た
。
ま
た
、
民
間
に
あ
っ
て
は
福
沢
諭
吉
の
報

国
会
、
各
地
に
籏
生
し
た
表
誠
団
体
の
組
織
化
が
進
め
ら
れ
た
。
近
代
日

本
の
軍
隊
成
立
・
拡
充
過
程
に
は
、
軍
部
と
民
間
の
双
方
向
よ
り
稿
軍
意

識
が
高
揚
し
て
い
た
こ
と
に
着
眼
し
た
藤
井
君
の
研
究
は
、
戦
後
の
近
代

日
本
研
究
の
新
見
地
を
開
く
ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
で
あ
り
、
そ
の
学
問
的
業

績
は
大
で
あ
る
。
　
軍
事
史
研
究
の
分
野
に
お
い
て
独
自
の
史
論
を
展
開

し
て
刮
目
さ
れ
る
藤
井
君
は
、
東
北
朝
廷
の
研
究
に
鋭
利
な
メ
ス
を
入
れ
、

日
本
の
裁
判
史
上
、
正
当
防
衛
が
判
決
に
登
場
し
た
時
期
に
つ
い
て
も
、

先
行
研
究
を
修
正
さ
せ
る
成
果
を
あ
げ
た
。
と
り
わ
け
東
北
朝
廷
に
関
す

る
研
究
に
つ
い
て
手
塚
豊
博
士
は
、
藤
井
論
文
は
「
約
百
頁
に
達
す
る
雄

篇
」
で
あ
り
、
そ
れ
は
現
在
「
蒐
め
う
る
限
り
の
史
料
を
博
捜
し
考
察
さ

れ
た
結
論
」
で
あ
っ
て
、
「
明
治
維
新
史
研
究
に
大
き
な
反
響
を
呼
ぶ
労

作
」
で
あ
る
と
賞
し
た
。
さ
ら
に
瀧
川
政
次
郎
博
士
は
、
藤
井
論
文
に
関

し
次
の
よ
う
に
記
し
た
。
す
な
わ
ち
、
瀧
川
博
士
が
尾
佐
竹
猛
博
士
に
師

事
し
て
い
て
聴
い
た
話
の
中
で
、
「
最
も
刺
戟
的
な
話
は
、
東
北
朝
廷
の

話
」
で
あ
っ
た
。
戦
後
、
某
誌
に
、
こ
れ
に
関
す
る
「
論
文
と
称
す
る
に

値
」
し
な
い
も
の
を
書
い
た
が
、
そ
れ
が
端
緒
に
な
っ
て
、
藤
井
君
の

「
立
派
な
研
究
が
現
わ
れ
た
」
。
「
手
塚
君
は
、
私
が
慶
磨
大
学
に
お
け
る

日
本
法
制
史
の
講
義
を
聴
か
れ
（
中
略
）
、
憤
を
発
し
、
明
治
時
代
の
法

則
の
研
究
に
専
心
し
て
、
明
治
史
の
権
威
と
な
ら
れ
た
」
、
藤
井
君
は
手

塚
君
か
ら
明
治
史
を
学
ば
れ
た
か
ら
、
「
私
の
孫
弟
子
に
当
た
る
。
恩
師

尾
佐
竹
猛
氏
か
ら
授
け
ら
れ
た
種
子
が
、
藤
井
君
に
よ
っ
て
開
花
し
た
こ

と
は
、
喜
ば
し
い
」
、
と
一
入
の
感
慨
を
こ
め
て
紹
介
し
た
。
師
の
名
を

高
め
、
師
の
師
を
歓
喜
さ
せ
る
以
上
に
学
究
と
し
て
天
晴
れ
な
行
い
は
な

い
。
手
塚
、
瀧
川
両
博
士
の
歓
喜
は
藤
井
君
の
学
究
と
し
て
の
業
績
が
第

一
級
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
保
証
す
る
に
余
り
あ
る
。

　
わ
れ
わ
れ
は
、
本
論
文
が
博
士
（
法
学
）
（
慶
慮
義
塾
大
学
）
（
論
文
博

士
）
の
学
位
を
授
与
す
る
に
充
分
と
認
め
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
平
成
七
年
二
月
三
日

　
　
　
　
　
　
　
　
慶
磨
義
塾
大
学
法
学
部
教
授

　
　
　
　
　
　
主
査
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
村
　
勝
範

　
　
　
　
　
　
　
　
法
学
研
究
科
委
員
法
学
博
士
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